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1. 味 覚の男女 の相違 につい ては既 に外国 におい ても

論議 されてい るとこ ろであ る。 わが国 では三村信 乏氏 が

自本人成人 の男女（16 ～22才） の調査 から味 覚の種類 に

よって多少の相違はあるが，何れの味 覚も女 子の方が敏

感であると報 告し ている。 私は幼児から老人までの各年

令層６段階の集団 につい て数年来 調査をつづ けているの

で， 今回は各年令 層にお ける男女 の味覚を比較検討 した

い と思 った。

2.　被検者 の年令層は幼児（4 ～5 才）,小学生（10 ～

11才），中学生（13 ～14才），高校生（16 ～17才）,大学生

（19 ～22才）,老人（60 ～70才）で，各集団60人づつ を調

査し た。呈味物質 とし て「しお から味」は食塩,「 あま味」

は薦糖,「すっぱ味」 はクェ ン酸,「 にが味J は塩酸 キニー

ネをえ らんだ。平均闘値 を中心 に６段階 の濃度 の溶液 に

よって判断闇値 を求 めた。方法 は全 口腔 法により遂 次申

告法 に従 った。時刻 は午 前10時～11時 と午後 ３時～ ５時

の空 腹時に行った。

3.   以上 の結果,「し おから味」 と「あま味」 は何 れの

集団 におい ても女子 の方 が少し く敏感 で あ り，「すっ ぱ

味J は幼 児ではあ まり差 がない が中学生 ～老 人まで可 な

り女 子が鋭い｡「にが味」 も幼児から大学生まであま り男

女の差は認められないが老 人のI男子はにぶ く なっ て い

る。


